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１．研究計画の概要 
 本研究は、認知言語学によって明らかにな
った言語の主観性の、特にその命題事象内に
表出する程度や様式に関して、言語間の多様
性と類型化の可能性を、アジアの諸言語を主
に言語類型論の記述的・実証的な研究手法に
よって明らかにすることを目的とする。 
 認知言語学の研究によって、言語がそして
その現象が深く主観性(subjectivity)に根ざ
すものであることが明らかになってきた。言
語類型論は、言語研究の対象を個別言語から
世界の言語に広げ、語順・形態といった文法
的特長によって言語を類型化し、言語の個別
性／多様性と普遍性の両面を、実際の言語の
記述による検証を経て捉えようとする研究
分野である。本研究は、認知言語学と言語類
型論の研究者がそれぞれの研究成果を「合
流」させることで言語研究をより高い次元の
ものに進めることを目的とする「認知類型
論」の主観性研究と位置づけられる。 
 
２．研究の進捗状況 
 現在までに、以下の点について進んでいる。 
（１）主観性の定義：近似の概念として主体
性、間主観性（相互主観性）、直示、またそ
れぞれの変化過程として主体化、主観化、間
主観化（相互主観化）との定義上の区別が、
それぞれの特徴的な言語現象をもとに可能
となった。 
（２）対象となる主観性に関わる言語現象：
文レベルの構文に意味区分としての事象で
表すと、移動事象と内的状態事象、それらと
交差する形で指示表現・敬意表現が挙げられ、
アジア諸言語におけるデータが収集できて
きている。 
（３）類型化：主観性の定義上の下位分類、

およびそれらのそれぞれに関わる言語現象
の現れ方に言語間の差異が見られ、アジア諸
言語においても大きく異なることなどが検
証できた。データの分類とそれによる言語類
型が進んでいる。 
（４）データベース化：資料の収集が出来て
きているが、その入力と分析分類が今その途
上にある段階である。 
（５）相関性：主観性による言語類型と他の
言語類型との相関性に関する分析は、集中的
には始めた段階である。 
（６）成果発表：国内外の関連学会でシンポ
ジウムやワークショップを催し、それらの成
果を論文集に掲載するという予定で進めて
いるが、以下５．の「代表的な研究成果」の
ところに示したような成果を得ている。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
 （理由） 
 ３年目の年度の終盤まで順調に進展して
おり、年度末３月に研究代表者が発表者・司
会進行他を務め２日間にわたる『主観性シン
ポジウム』を関西大学で予定し関連学会に案
内も出していたが、３月１１日に起きた東日
本大震災により、シンポジウムの中止を余儀
なくされ、これまでの総括およびこれからの
展望を一般に公開する形で発表できなかっ
た。また収集した資料のうち、印刷原稿資料
の一部が代表者研究室被災のため散乱、研究
棟へのアクセス不能となっており、復興に応
じて整理し直す必要がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの達成度から、特に震災による遅
れを取り戻すべく、以下の点に注意し、最終
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年度である平成 23年度の研究を進めて行く。 
（１）データ資料の整理、その入力及び類型
化のための分析を学生を雇うなどして急ピ
ッチで進め、データベース化を完成させる。 
（２）研究成果の発表として、震災で中止と
なった『主観性シンポジウム』と同規模のシ
ンポジウムを企画・主催する。言語学だけで
なく、脳科学や人工知能、現象学など広範囲
の学際的な研究となるよう、関連領域の研究
者にも参加を呼びかけ、ディスカッションを
オープンな形で行う予定である。本研究課題
のテーマとしては、主観性における言語普遍
性と言語間差異について議論を深め、その視
点から他分野にも貢献できるものになると
考えている。 
（３）上記のシンポジウムを経て、研究代表
者が中心となり、研究分担者、シンポジウム
参加者とともに、日本語・英語それぞれで、
論文集か学術雑誌の特集のような形で成果
を残したいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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